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平成１９年３月２８日



ＩＴＵ－Ｔ部会の任務

審議事項

「国際電気通信連合電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）の活動へ

の対処について」（情報通信審議会諮問第２号）

審議事項

「国際電気通信連合電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）の活動へ

の対処について」（情報通信審議会諮問第２号）

Ⅰ ITU-Tの活動のうち技術に関する事項について、我が国の主

張あるいは意見を取りまとめるとともに、的確な対処を行うため

の審議を行う。

Ⅱ 世界電気通信標準化総会(WTSA)に提出される勧告案等に対

する評価及びITU-Tの研究課題の望ましい作業計画について審

議を行う。



ＩＴＵ－Ｔの標準化動向

ＩＴＵ－Ｔでは、今研究会期（平成１６年～平成２０年）は、１３の研究委員会（ＳＧ）と１つのアドバイザリグループ（ＴＳＡＧ）
を設置し、次世代ネットワーク（ＮＧＮ）などの標準化を推進中（別紙１、２）。

ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ等における日本からの役職者一覧（別紙５）

平成１８年１月から平成１９年２月までの間の活動状況は以下のとおり。

○日本メンバーからの提出寄書件数（別紙３）
全体２３２２件、うち日本メンバーから２６８件

（そのうち日本寄書４０件、日本メンバーからの提出寄書件数は提出寄書全件数の１１．５％）
（平成１６年１０月から平成１７年１２月までの間に提出された寄書件数は計１７５８件、
そのうち日本メンバーからの提出寄書件数は１６６件（全体の９．４％））

○ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ等会合への延べ参加者数（別紙４）
全体２７８３名のうち日本から３５６名（全体の１２．８％））

（平成１６年１０月から平成１７年１２月の間の延べ参加者数は２９１４名、そのうち日本からの延べ参加者は３０３名（全体の１０．４％）

○承認された勧告数（別紙６）
新規１１２件、改訂１４６件、合計２５８件 （うち電子的手続きにより迅速に承認されたもの 新規１１０件、改訂１２６件、合計２３６件）
（平成１６年１０月から平成１７年１２月の間は、新規１１６件、改訂１２３件、削除１件）

○課題の変更（別紙６）
検討が終了した課題 ３件 検討範囲に変更が加えられた課題 ３件 新たにＳＧで研究を開始することとされた課題 ３件

○主な検討課題の例 （別紙７～別紙１３）
・次世代セットトップボックスアーキテクチャ （ＳＧ９） ・次世代ネットワーク（ＮＧＮ）の標準化 （ＳＧ１３）
・ＶＤＳＬ２の標準化 （ＳＧ１５） ・電気通信事業者のための情報セキュリティマネジメント （ＳＧ１７）
・ＷＴＳＡ－０８に向けたＳＧ再編等の審議 （ＴＳＡＧ） ・ネットワーク型電子タグ（Ｎ－ＩＤ）の標準化 （ＪＣＡ－ＮＩＤ等）
・ＩＰＴＶの標準化動向（ＩＰＴＶ ＦＧ等）



ＩＴＵ－Ｔにおける新しい課題への対応

WTSA-04（平成１６年１０月開催）での議論

複数の研究委員会（SG）に広く関連する研究課題への対応が重要であると認識。

• 【ITU-T勧告A．7】
SGでの議論の進展を助けるために、「フォーカスグループ」による作業について規定

• 【決議第２２】
次回WTSA（平成２０年）までの間においてSG再編等の権限をTSAG（電気通信標準化アドバイザリー
グループ）会合に付与

• 【決議第４５】
SG間での作業の重複の回避、連携の特定等をTSAG会合において実施

• 特にNGNについては、今研究会期の前半である平成１８年までに関連するSG再編について検討を行う。

※ ホームネットワーク、ネットワークID（N-ID）、IPTV等の最新の技術的事項については、
フォーカスグループ、JCA（Joint Coordination Activity）等を利用して、
複数のSGの間で調整を行いながら、検討が進められている。

• 今研究会期中については、現状のSG構成を維持し、SG再編は行わない。
• 一方、平成20年に開催予定であるWTSA-08での議論に向けて、来研究会期のSG構成についての検討を

すぐに開始することで合意。

第３回ＴＳＡＧ会合（平成１８年７月開催）での議論

今研究会期の折り返し
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ＩＴＵ－Ｔ部会の構成

サービス・ネットワーク運用委員会（担当：ＳＧ２）

網管理システム・保守委員会（担当：ＳＧ４）

電磁防護・屋外設備委員会（担当：ＳＧ５、ＳＧ６ ）

移動通信ネットワーク委員会（担当：ＳＧ １９）

作業計画委員会（担当：ＴＳＡＧ）

伝達網・品質委員会（担当：ＳＧ１２、ＳＧ１５ ）

次世代ネットワーク委員会（担当：ＳＧ１１、ＳＧ１３ ）

マルチメディア委員会（担当：ＳＧ１６ ）

セキュリティ・言語委員会（担当：ＳＧ１７ ）

ケーブル網・番組伝送委員会（担当：ＳＧ９ ）

合
同
Ｗ
Ｇ

ＮＩＤ合同ワーキング・グループ

ＩＰＴＶ合同ワーキング・グループ

ホームネットワーク合同ワーキング・グループ

次世代ネットワーク委員会、マルチメディア委員会及びセキュリティ・言語委員会下に設置

ケーブル網・番組伝送委員会、次世代ネットワーク委員会及びマルチメディア委員会下に設置

ケーブル網・番組伝送委員会、次世代ネットワーク委員会、伝達網・品質委員会及びマルチメディア委員会下に設置

作業計画ＷＧ

セキュリティＷＧ

カラードキュメントＷＧ

ＮＧＮ ＷＧ

通信方式ＷＧ番組伝送 ＷＧ

平成１８年７月新設

平成１８年１２月新設

平成１８年１２月新設

主査：相田 仁 東京大学教授

主査：加藤 聰彦 電気通信大学助教授

主査：日髙 邦彦 東京大学教授

主査：松本 修一 ㈱ＫＤＤＩ研究所取締役

主査：三谷 政昭 東京電機大学教授

主査：淺谷 耕一 工学院大学教授

主査：小松 尚久 早稲田大学教授

主査：相澤 清晴 東京大学教授

主査：平松 幸男 大阪工業大学教授

主査：竹中 豊文 日本大学教授

主任：葉原 敬士 工学院大学教授

主任：丹 康雄 北陸先端科学技術大学院大学助教授

主任：伊東 晋 東京理科大学教授



最新の技術的事項に対応したＩＴＵ－Ｔ部会での審議への取り組み

ユビキタスネット社会の実現に向けて、 N-IDの重要
性が増加している。 N-IDの標準化項目は多岐にわ
たることから、関連SG間の連携を図る必要があるた
め、平成18年7月にＪＣＡ-ＮＩＤが設置された。

動画像をIPベースで送受信する技術（IPTV）への関
心の高まりを受けて、平成18年4月にTSB局長がコン
サルテーション会合を開催し、その会合結果を受け
て、TSB局長の主導により、IPTV Focus Group（FG-
IPTV）が設置された。

ホームネットワークは、利用者とユビキタスネットワー
クを結びつける重要な役割を果たすものとして期待
されている。より幅広く課題の抽出を行い、複数の
SGにわたって検討を進める必要があることから、平
成17年10月にJCA-HN が設置された。

IPTVに対する要求条件、アーキテクチャ、ミドルウェ
ア、IPTVに求められる品質条件（QoS）等について
検討

ＩＰＴＶ合同ワーキング・グループ

NIDに基づき情報が送受されるネットワーク構造の
参照モデル、要求条件、今後の標準化作業の進め
方（ロードマップ）等について検討

ホームネットワークの一般的なアーキテクチャ等に
ついて検討

ＩＴＵ－Ｔにおけるフォーカスグループ、JCA等の活動に対応して、ITU-T部会においても複数の委員会
の下に合同ワーキング・グループを設立し、最新の技術的事項に関する研究課題に柔軟に対応

ITU-Tでの活動

ホームネットワーク合同ワーキング・グループ

ITU-T部会の下での取り組み

N-ID合同ワーキング・グループ



今後の対応

(1) ＩＴＵ－Ｔの標準化活動に関わる課題への対応

ユビキタスネット社会の基盤となる、ＮＧＮ、光伝達網、セキュリティ等、様々な標準化課題につ
いて、ＩＴＵ－Ｔ部会各委員会における調査を通して、今後も引き続き各ＳＧ、ＷＰ等における審議
に積極的に寄与していく予定。

あわせて、我が国の専門家、特に若手技術者がITUでの標準化活動に参加する機会が増える
ように、環境を整えていくことが必要である。

来年度からは今研究会期の後半に入り、WTSA-08に向けた議論が本格化する中で、
ITU-T部会の下での審議に基づき、

•ITU-Tでの活動の効率化・活性化

•新たな研究課題にも対応できるような検討体制の整備（SG構成の見直し）

•作業方法の改善

•新たな標準化課題の提案

•途上国等との標準化活動における協力

等について、積極的に寄与していく予定。

(2) ＳＧ、ＷＰ等への対応



国際電気通信連合電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）の任務

国際電気通信連合電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）では、電気通信を世界的

規模で標準化するために、技術、運用及び料金についての研究を行っている。

これらの研究は、分野ごとに分かれた研究委員会（ＳＧ：Ｓｔｕｄｙ Ｇｒｏｕｐ）によ

り実施される。また、４年間を１つの研究会期としており、研究会期毎に具体

的な研究課題を各ＳＧに割り当てて、研究を実施している。

国際電気通信連合電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）では、電気通信を世界的

規模で標準化するために、技術、運用及び料金についての研究を行っている。

これらの研究は、分野ごとに分かれた研究委員会（ＳＧ：Ｓｔｕｄｙ Ｇｒｏｕｐ）によ

り実施される。また、４年間を１つの研究会期としており、研究会期毎に具体

的な研究課題を各ＳＧに割り当てて、研究を実施している。

各ＳＧで研究された成果は、ＩＴＵ－Ｔ勧告として採択され、電気通信に関す

る国際標準となる。全世界の電気通信システムは、基本的に、国際標準で

あるＩＴＵ－Ｔ勧告に準拠したものとなっている。

このため、非常に優れた技術が開発された場合であっても、ＩＴＵ－Ｔにおい

て勧告として採択されて国際標準にならなければ、世界的に通用しない状況

となる。

ＩＴＵ－Ｔにおける国際標準

別紙１



ＩＴＵ－Ｔの構成

SG2 サービス提供、ネットワーク及び性能の運用側面

サービス定義、ナンバーリング、ルーティング関連

SG4 電気通信管理

ＴＭＮ（電気通信管理網）関連

SG5 電磁的環境影響に対する防護

電磁環境の影響に対する防護関連

SG6 屋外設備及び関連屋内装置

腐蝕及び他の破損からの防護等の屋外設備及び屋内装置関連

SG9 統合型広帯域ケーブルネットワーク及び映像・音声伝送

ケーブルテレビ網による放送・通信サービス並びに有線によるテレビ・音声番組の素材伝
送及び分配関連

SG11 信号要件及びプロトコル

信号及びプロトコル、ＮＧＮプロトコル、ＢＩＣＣ(ベアラ非依存子制御)関連

SG3 電気通信の経済的及び政策的事項を含む料金と会計原則

計算料金制度改革、清算原則関連

SG17 セキュリティ、言語及び電気通信ソフトウェア

電気通信セキュリティ並びに言語及び記述技術関連

SG12 性能及びサービス品質

性能及びサービス品質関連

SG13 ＮＧＮ アーキテクチャ、展開及び融合

ＮＧＮ及び衛星関連

SG15 光及びその他の伝達網

アクセス網及び光技術関連

SG19 移動通信ネットワーク

ＩＭＴ－２０００を含む将来の移動通信及びモビリティ研究関連

SG16 マルチメディア端末、システム及びアプリケーション

マルチメディア端末、システム、プロトコル及び信号処理を含むマルチメディ
ア・サービス及びアプリケーション関連

TSAG 電気通信標準化アドバイザリグループ

ITU-Tの活動の作業方法、優先事項、計画について審議･検討

全権委員会議ＰＰ
最高意思決定機関

世界電気通信標準化総会 WTSA
研究課題設定、勧告の承認

研究委員会 ＳＧ

（４年毎に開催）

（４年毎に開催）

別紙2



寄書提出状況(H18.1-H19.2) 別紙３



ＳＧ会合等出席者数 別紙４
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ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ等における日本からの役職者（敬称略） 別紙５



勧告化の状況及び課題の変更 別紙６



ケーブル網・番組伝送委員会 重要検討項目の審議概要 ～次世代STBアーキテクチャJ.290シリーズ～

昨年10月のSG 9東京会合で、次世代STBアーキテクチャ勧告J.290/J.291/J.292の勧告化が完了した。

概要説明

IP

DSLAM

OLT

Edge QAM

M-CMTS

 

 
Video ケーブル網

光アクセス

メタリック

IP CDN

DSL
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IP STB
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ネットワーク

 

 

 

VODサーバ

ローカル番組

再送信

IP STB
（J.290
+J.292）

IP STB
（J.290
+J.292）

J.290 （コモンコア） J.291 （ケーブル仕様） J.292 （IP仕様）

画像コーデック H.264/MPEG-2/VC-1(op) J.290に従う J.290に従う

CAS，ミドルウエア D-CAS, J.200シリーズ J.290に従う J.290に従う

データ放送の伝送 TSカルーセル/HTTP TSカルーセル TSカルーセル/HTTP

バイナリデータ（Webデータ） HTTP HTTP/DOCSIS HTTP/汎用IP

アクセスQoS CDNのポリシが継承されること QAM周波数多重によるQoS確保 QoS優先度のブリッジング

その他 出力ドメインの規定 同軸ホームネットワーク規定 チャネルスイッチポイントの記述

別紙７



次世代ネットワーク委員会 重要検討項目の審議概要 ～次世代ネットワーク（ＮＧＮ）の標準化～

次世代ネットワーク（NGN）の標準化については、リリース１の主要文書の多くが勧告化され、

リリース２の検討に移っている状況にある。

NGNNGNリリース１の勧告化リリース１の勧告化

SG13会合（2006年7月）においてNGNリ
リース１の主要文書１２件（スコープ、要
求条件、アーキテクチャ、セキュリティ要
求条件、移行シナリオ等）に合意

SG13WP会合（2006年11月）において６
件のNGN勧告に合意

NGNNGN標準化の状況標準化の状況

NGNに関するプロトコルの検討が本格化
しているとともに、リリース２の課題が抽
出され、検討が開始されたところ。

NGN R1のセキュリティ要求条件Y.2701

リソース/受付制御機能Y.2111

セッションボーダ制御Y.2012のサプリメント1

NGNでの3GPP IMSの位置づけY.2021

汎用機能アーキテクチャY.2012

NGNリリース１要求条件Y.2201

NGNリリース1スコープY.2000群のサプリメント1

タイトル勧告番号

手続きが完了した主なNGN勧告

リリース１のサービス範囲

リリース２のサービス範囲

リアルタイム音声会話
PSTN/ISDNエミュレーション
PSTN/ISDNシミュレーション
データサービス
ＶＰＮサービス など

課題：フルモビリティ
ＩＰＴＶ
高速無線アクセス
ネットワーク管理

など

別紙８



通信事業者局舎

宅内装置

遠隔局

局内装置

光ファイバ

メタル線
（VDSL2）光ファイバ

メタル線
（VDSL）

多重化装置
メタル線（ADSL）

長延化技術

高速化技術

局内装置 宅内装置

伝達網・品質委員会 重要検討項目の審議概要 ～ VDSL2の標準化～

SG15では、ADSLの長延化技術とVDSLの高速化技術とを融合したDSL方式であるG.993.2(VDSL2)を承

認するとともに、「同期安定性向上」「雑音耐力向上」などの機能拡充も図っている。これにより、光ファイバ
によるサービスの適用範囲の拡大が期待されている。

集合住宅
等

別紙９



ISO/IEC 27001
一般的なISMSの要求事項

ISO/IEC 27001
一般的なISMSの要求事項

ISO/IECISO/IEC
JTC1/SC27JTC1/SC27

ITUITU--TT
Q.7/SG17Q.7/SG17

ISO/IEC 27031ISO/IEC 27031

ISO/IEC 27002
情報セキュリティマネジメント
実践のための規範

ISO/IEC 27002
情報セキュリティマネジメント
実践のための規範

ISO/IEC 27005ISO/IEC 27005

ISO/IEC TR 18044ISO/IEC TR 18044

ＳＧ１7第3回会合（平成18年4月）
総務省のタスクフォースで検討した「電気通信事業における情報セ
キュリティマネジメント指針」の内容を日本寄書として提出。当該内
容に基づき、勧告草案X.1051改版の初版ドラフト完成。
リスク管理ガイドライン、及びインシデント対応ガイドラインに関する
ドラフティング作業に着手。

ＳＧ１7第3回会合（平成18年4月）
総務省のタスクフォースで検討した「電気通信事業における情報セ
キュリティマネジメント指針」の内容を日本寄書として提出。当該内
容に基づき、勧告草案X.1051改版の初版ドラフト完成。
リスク管理ガイドライン、及びインシデント対応ガイドラインに関する
ドラフティング作業に着手。

ＳＧ17第1回から第2回会合（平成17年3月～9月）
X.1051：2002をISO/IEC17799（Ｈ１９年４月から27002に採番）をベー
スにしてガイドライン化し、改版するよう方針変更。

ＳＧ17第1回から第2回会合（平成17年3月～9月）
X.1051：2002をISO/IEC17799（Ｈ１９年４月から27002に採番）をベー
スにしてガイドライン化し、改版するよう方針変更。

ＳＧ１7第6回会合（平成20年4月）
電気通信事業者のためのリスク管理およびインシデント対応に関す
るガイドラインのコンセントを予定

ＳＧ１7第6回会合（平成20年4月）
電気通信事業者のためのリスク管理およびインシデント対応に関す
るガイドラインのコンセントを予定

セキュリティ・言語委員会 重要検討項目の審議概要 ～電気通信事業者のための情報セキュリティマネジメント～

重要インフラの一つである電気通信事業分野においては、近年、情報セキュリティの確保が強く求められている。ＳＧ１７課題7では、電気通信事
業者のための利活用を目指した「情報セキュリティマネジメントガイドライン」、「リスク管理ガイドライン」、及び「インシデント対応ガイドライン」の勧
告化を推進している。特に、規範となる 「情報セキュリティマネジメントガイドライン（勧告草案X.1051改版）」 はほぼ日本提案によって規格原案化
されており、これら勧告化作業は、 ISO/IEC JTC1/SC27と連携して進めているものである。

X.1051 改版X.1051 改版

電気通信事業者用
リスク管理
ガイドライン

電気通信事業者用
リスク管理
ガイドライン

電気通信事業者用
インシデント対応

ガイドライン

電気通信事業者用
インシデント対応

ガイドライン

「テレコムのための情報セキュリティマネジメント
ガイドライン」として共同発行を予定

ＳＧ１7第5回会合（平成19年9月）
改訂版X.1051のコンセントを予定。

ＳＧ１7第5回会合（平成19年9月）
改訂版X.1051のコンセントを予定。

連
携

連
携

SG１７第4回会合（平成18年12月）
勧告草案X.1051改版の内容充実を図るため、「電気通信事業にお
ける情報セキュリティ確保に係る安全基準」の一部内容を付属書と
することを日本寄書として提案し、採用決定。 ISOとの共同発行文
書とする方向で調整中。

SG１７第4回会合（平成18年12月）
勧告草案X.1051改版の内容充実を図るため、「電気通信事業にお
ける情報セキュリティ確保に係る安全基準」の一部内容を付属書と
することを日本寄書として提案し、採用決定。 ISOとの共同発行文
書とする方向で調整中。

ISMS
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作業計画委員会 重要検討項目の審議概要～ＷＴＳＡ－０８に向けての検討項目～

会合において日本の提案は多くの支持を集め、リエゾン文書
をＴＤＡＧ（電気通信開発アドバイザリーグループ）に送付して、
途上国側の具体的な要望を把握するためＩＴＵ－Ｄからのアド
バイスを要請することとなった。

ＩＴＵ－Ｔにおいても標準化格差の解消という課題が改めて共有されるこ
とを目指す。

ＷＴＳＡ－０８に向けた議論を開始するよう呼びかける寄書を日本から
提出。

情報格差

ＳＧ再構成や会合開催方法の改善により期待される予算削減
効果について、ＴＳＢが基礎資料を用意し、さらに検討を継続
することとなった。

平成１８年１１月に開催された全権委員会議（ＰＰ）における決定で、ＩＴＵ
－Ｔの予算が削減されることが決まっている。

ＳＧ再構成や会合開催方法の改善により期待される予算削減効果につ
いて、ＴＳＢ事務局が基礎的資料を用意するように英が提案し、日本は
これを支持。

予算

勧告文書に対してXML等の文書構造メカニズムを適用し利

便性の向上を図ることについて日本提案に基づき、検討に着
手することとなった。

ＩＴＵの作業の効率化をめざし、電子的作業の促進が検討されている。

勧告文書に対してXML等の文書構造メカニズムを適用し利便性の向

上を図ることを日本寄書により提案。

勧告の利便性向上

勧告の無料ダウンロードの実施状況が紹介された。

議論の結果、ＴＳＢ局長経由でＩＴＵ理事会に対し、勧告の無料
ダウンロードの恒久化を提言することとなった。

理事会決議５４２に基づき、平成１９年１月～９月まで、勧告の無料ダウ
ンロードのトライアルを実施中。

出版物収入の減少等、財政上の懸念がある一方、ＩＴＵ－Ｔからの情報
発信、活動の拡大の観点から有用である。

勧告の無料ダウン
ロードのトライアル

勧告承認手続きの選択の変更手続きについての日本提案を
受け、ＷＴＳＡ－０８での決議の修正に向けてコレスポンデン
ス・グループにより検討することとなった。

来会期にむけて、決議の見直しの必要性がある。勧告等策定に係る作
業の効率化及び透明性の確保を目指す必要がある。

現行規定の不備を補完する修正を日本寄書により提案。

勧告見直し

ＴＳＡＧ ＷＰ２議長である岡村氏をとりまとめ役としたコレスポ

ンデンス・グループが設置され、検討を進めることとなった。
ＳＧ横断的な検討が必要な課題が増加していること、早期標準化のた
めにはより柔軟かつ即応可能な作業方法が求められていること等から、
ＩＴＵ－Ｔでの検討体制及び作業方法の双方についての見直しが必要と
なり、次期研究会期に向けてＳＧ体制を検討。

日本からはＮＧＮ発展を前提として、エンド・エンドのサービスやQoSに
適用可能なレイヤを垂直統合したグループと、サービス共通のシステム
に適用可能なレイヤを水平統合したグループを意識した、ＳＧ再編を検
討するに当たっての基本的な考え方を提案した。

ＳＧ再編

第4回ＴＳＡＧ会合での審議状況問題の背景と論点主な検討項目
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N-ID合同ＷＧ 重要検討項目の審議概要 ～ネットワーク型電子タグ（Ｎ-ＩＤ）の標準化～

ITUでは、今後のユビキタスネットワークの重要な技術としてN-IDを認識し、SG16をはじめとする関連する

ＳＧが調整しながら標準化を進めるようにＪＣＡ（共同調整活動）体制を整備。

SG16では、SG16における検討範囲（スコープ）が明確にされるとともに、作業計画（ロードマップ）が作成

された。

Ｆシリーズ勧告

Ｈシリーズ勧告

検討範囲：Ｎ-ＩＤから誘因されるマルチメディア情報やアプリケーション等の流通サービス

ＳＧ１６における勧告化ロードマップ

IDコード

ID解決プロトコル

2006 2007 2008

8月7月

コンポーネント

11月

アーキテクチャ

サービス記述
及び要求条件

別紙１２



ＩＰＴＶ合同ＷＧ 重要検討項目の審議概要 ～FG-IPTVの活動状況～

［ITU-T 060404コンサル会議資料(iptv033e: DVB) 修正］

メタデータ、コーデック等を検討中ミドルウェア、AP、コンテンツプラットフォームWG6

エンド端末とホームネットワークとの連携等について検討中エンドシステムとインターオペラビリティWG5

ネットワーク制御の観点からの要求条件を検討中IPTVネットワーク制御WG4

セキュリティに関する要求条件等を検討中サービスセキュリティとコンテンツ保護WG3

QoSとQoEの関係を明確化QoSとパフォーマンスWG2

用語の定義を含め整理中アーキテクチャと要求条件WG1

検討状況検討対象WG

Contribution 
Network

Distribution 
Network

Access 
Networks

Home 
Network

Studio
Studio

Mobile
Studio Fixed

Studio

Final
Studio

Primary
Head

End Secondary
Head Ends

Home Gateway

STB

IP IP

IP

IP
Backbone

STB

STB

FG-IPTVITU-R, ITU-T SG9等 JCA-HN他、民間フォーラム等

１． FG-IPTVの検討範囲

２． FG-IPTVでの検討状況

別紙１３



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


